
清水町・沼津市の水道水がおいしいことをたくさんの人に届け、たくさん使っていただくためにキャッ
チコピーを作りました！　今後、いろいろな場所でこのキャッチコピーを使い PRしていきます。

道水のキャッチコピーをおひろめ

　良質な水は、暮らしの様々な場面に彩りを添えています。

　「水の良き所にこそ、茶の処あり」と言われるように、静岡県はお茶処としても有名です。お茶が育った

場所の水でいれたお茶は格別なのだとか。また、ビール造りに富士山のおいしい水を使う為、静岡県東部

にはいくつものビールの醸造所があり、クラフトビールの聖地としても知られています。

　周りを見渡せばあちこちにある「水」。良い水が蛇口から出てくるってちょっと「ぜいたく」だと思いま

せんか？

　清水町にある泉水源地の水は、富士山や愛鷹

山に降った雪や雨が、長い年月をかけて地下を

通った後、深井戸の底から、そのまま飲めるほ

ど安全でおいしい水として湧いています。

　そして湧き出た豊富な水を、日夜水道水とし

て送り出しています。富士山からおうちまで水

が届くって考えると、「ワクワク」しますよね！

　水は地下を通りながら、溶岩層でろ過されま

す。同時に、鉱物成分がほどよく溶け込むため、

深井戸から湧き出る際にはまろやかでおいしい

良質な水になっているので、「ごくごく」飲め

ます！

 水をおいしく飲める温度は１０～１５℃と言

われています。ぜひお試しください！

令 和 ６ 年 度 　 水 道 事 業 会 計 決 算

（令和6年度末）

　令和６年度の収益的収支は、約14年ぶりに水道料金を改定
したことにより、総収益が29億6,113万円に対し、総費用が
26億5,899万円となり、3億214万円の純利益（黒字）となり
ました。しかし、近年は物価高騰などにより水道水をみなさま
に届ける為の費用も増加傾向にあります。
　将来に向けて安全・安心で安定的・持続的においしい水道水
を供給するために、引き続き、事業の効率化や経費削減等を
図っていきます。

数字で見る水道事業

災害時には飲料水が「１人１日約３L×３日分」必要です。（※１）
また、大規模災害発生時には、１週間分の飲料水の備蓄が望ましいとさ
れています。なお、飲料水とは別にトイレを流す時などに使用する生活
用水も必要です。お風呂の浴槽に水を溜めておくのも有効な手段です。
「いざ」という時に備えて、普段の暮らしから常に水を確保するように
しましょう。
※１参考：首相官邸ホームページ

料水は最低３日分！できれば７日分を用意！

災害時に下水道管などが壊れた場合、携帯トイレが「大人１人１日５回 ×７日分＝３５回分」必要です。（※２）
携帯トイレと一緒にポリ袋等も準備しておくことをおすすめします。
※２参考：経済産業省、日本トイレ協会災害・仮設トイレ研究会

帯トイレは７日分用意！

大地震が起きた時でも水道を使えるようにするため工事をしています。
普段は蛇口から当たり前に出る水道水も、大きな地震で水道管が壊れると使え
なくなる恐れがあります。実際、耐震化されていない水道管が地震などにより
破損する事故が全国各地で起こっています。
災害に備え、耐震継手のダクタイル鋳鉄管など、地震に強い水道管への取替を
進めています。

道管の耐震化を進めています！


